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１．組織の概要 

（１）事業者名：株式会社中央クリーナー 

（２）代表者：代表取締役 金山一成 

（３）設立：平成２年３月１５日 

（４）資本金：1,000 万円 

（５）所在地： 

本社：広島市南区東雲二丁目１１番１４号 

   駐車場①：広島市南区東雲二丁目１２番６号 

   駐車場②：広島市南区東雲二丁目１５番３０号 

   駐車場③：広島市南区東雲本町一丁目７番２０号 

（６）事業内容：一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業 

（７）事業の規模（２０２１年度／２０２１年９月～２０２２年８月） 

収集運搬量：一般廃棄物２，１５６トン、産業廃棄物１，４２トン 

売上高：２５９百万円、従業員数：２７人 

本社床面積：１６９㎡、駐車場面積：９９５㎡ 

（８）連絡先： 

代表取締役 金山一成（TEL:082-285-5353） 

（９）組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）対象範囲：全組織・全活動 

≪代表者≫ 

代表取締役 金山一成 

 

≪環境管理責任者≫ 

常務取締役 金山智之 

 

従 業 員 

 

責任及び権限 

○代表者 

 ・環境方針の策定 

 ・実施体制の構築 

 ・全体の評価と見直し 

○環境管理責任者 

 ・EA21 システムの構築・運用 

 ・構築・運用状況を代表者に報告 

○従業員 

 ・自主的・積極的に EA21 活動に

取り組む 

tel:082-285-5353
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２．環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境方針 

 

【基本方針】 

当社は、廃棄物の収集運搬事業を通して循環型社会の形成に貢献するとともに、事

業活動に伴う環境影響をできるだけ少なくするために、環境経営システムを 

構築・運用し、全社一丸となって積極的に環境保全活動に取り組みます。 

 

【行動指針】 

１．環境関連法規制や当社が約束したことを守ります。 

２．環境目標を定めその達成に向けて活動するとともに、定期的に見直し、継続的改

善に努めます。 

３．具体的な取組として、次のことを推進します。 

（１）省エネルギー及び省資源 

（２）廃棄物の削減とリサイクルの推進 

（３）地域の衛生保持と環境保全 

 

2022年 10月 05日 

株式会社 中央クリーナー 

代表取締役 金山 一成 
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３．環境目標とその実績 

（１）環境目標 

   環境方針や環境への負荷の自己チェックの結果を踏まえて「環境目標」を以下

のとおり定めました。当社の最大の環境負荷は廃棄物収集運搬車両の燃料（軽

油）消費に伴う二酸化炭素の排出であることから、「軽油使用量の削減」は、最

重要課題として取り組むこととしています。 

項      目 単位 2021年度 2022年度 2023年度 

電力使用量の削減 

[基準：15,465kWh] 
kWh 

△4％ 

14,846 

△5％ 

14,692 

△6％ 

14,537 

化石燃料 

使用量の削

減 

軽 油 

[ 基 準 ：

83,623L] 

L 

△1％ 

82,787 

△2％ 

81,951 

△3％ 

81,115 

ガソリン 

[基準：4,666L] 
L 

△1％ 

4,620 

△2％ 

4,573 

△3％ 

4,527 

コピー用紙使用量の削減 

[基準：15,644枚] 
枚 

△1％ 

15,488 

△2％ 

15,331 

△3％ 

15,175 

節    水 

[基準：382㎥] 
㎥ 

△4％ 

367 

△5％ 

363 

△6％ 

359 

環境に配慮した収集運搬作業 

の実施 ― 
収集運搬に関

する苦情０ 

収集運搬に

関する苦情

０ 

収集運搬に

関する苦情

０ 

グリーン購入の推進 
― グリーン 

購入の推進 

グリーン 

購入の推進 

グリーン 

購入の推進 

業務量あたりの軽油使用量 

[基準：68,07L] 
L 

△1％ 

6,739 

△2％ 

6,671 

△3％ 

6,603 

（備考） 

１．電力･ガソリン･水の基準値は、2017年度実績値です。 
２．コピー用紙の基準値は、2019年度実績値です。  
３．業務量増加に伴い、軽油の基準値を 2020年度実績値に見直しました。 
４．業務量あたりの軽油使用量の基準値は、2019年度です。 
５．化学物質は使用していません。 
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（２）2021年度の環境目標達成状況（2021年 9月～2022年 8月）     

項     目 単 位 目 標 値 実  績 評価 

電力使用量の削減 kWh 14,846 13,132 ○ 

化石燃料 

使用量の削減 

軽油 L 82,787 84,361 × 

ガソリン L 4,620 4,656 × 

コピー用紙使用量の削減 枚 15,488 13,096 ○ 

節  水 ㎥ 367 326 ○ 

環境に配慮した収集運搬作業 

の実施 
― 

収集運搬に 

関する苦情０ 

収集運搬に 

関する苦情０ 
○ 

グリーン購入の推進 ― 
グリーン購入

の推進 

グリーン購入

の推進 ○ 

業務量あたりの軽油使用量 L 6,739 6,492 ○ 

     

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 235,032 238,772 × 

 

（注1） 二酸化炭素排出量の目標値は、2020 年度の電力使用量・化石燃料使

用量を基に算定しました。（電力の二酸化炭素排出係数は中国電力の

平成 29 年度の調整後排出係数 0.677kg-CO2／kWh を使用しました。） 

 

（注2） 売上指数と軽油使用量の経年変化は下図のとおり 
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４．主要な環境活動計画の内容及び取組結果とその評価、次年度の環境目標及び環

境活動計画 

（１）電力使用量の削減 

空調の適正温度管理や不要照明を小まめに消すなど電気使用量の削減に取組

んだ結果、目標達成。 

 

（２）化石燃料（①軽油②ガソリン）使用量削減 

基準値を見直しアイドリングストップの励行や急発進・急加速をしないなどの

エコドライブの実践及び車両整備の徹底に努めたが、①軽油②ガソリンともに受

託増加による業務量増しのため目標未達成。 

 

（３）コピー用紙使用量の削減 

基準値を見直し両面コピー・裏面利用などを推進しながら、コピー用紙使用

量の削減に取組んだ結果、目標達成。 

 

（４）節水 

業務全般にわたる節水を心がけ、目標達成。 

 

（５）環境に配慮した収集運搬作業の実施 

   廃棄物収集運搬時の騒音抑制や収集運搬作業後の周辺確認・清掃を徹底し、

収集運搬に関する苦情０と目標達成。 

 

（６）グリーン購入の推進 

  できるだけエコマーク付き商品を購入するよう心がけ、消火器、テープのり、

電卓などについてエコマーク付きのものを購入。 

 

（７）次年度の環境目標及び環境活動計画 

次年度の環境目標は P3 のとおり、次年度の環境活動計画は今年度の環境活

動計画を継続。 

なお軽油使用量の削減については業務量あたりの目標も設定。 

 

５．環境関連法規制等の遵守状況 

適用される主な環境関連法規制は、廃棄物処理法及びフロン排出抑制法です。

環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませ

んでした。また、当局からの違反の指摘や訴訟もありませんでした。 
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６．代表者による全体評価と見直し指示の結果 

  化石燃料使用量削減以外の目標は達成出来たので、今後も目標達成を目指し取

組んで行く事とする。 

  なお、軽油使用量の削減については業務量あたりの目標も設定。 

 

７．廃棄物収集運搬業に関する情報 

（１）一般廃棄物 

①許可の内容 

許可番号 許可年月日 有効年月日 廃棄物の種類 

広島市指令業一特第 5 号 令和 4 年 4 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 
固形状一般廃棄物 

(積替え・保管を含む) 

 

②積替え・保管施設 

積替え・保管を行う一般廃棄物の種類 
面積 

（㎡） 

保管上限

（㎥） 

事業ごみ 

指定袋 

可燃ごみ 

指定袋搬入 

悪臭の生じるもの ０．８８ １．４９ 

その他のもの   

プラスチッ

クごみ 

指定袋搬入 ０．８８ １．４９ 

不燃ごみ 指定袋搬入 ０．８８ １．４９ 

一時多量ごみ・共

同住宅等排出ごみ 

（事業ごみ指定袋

以外で市の施設等

に搬入するもの） 

可燃ごみ 

指定袋搬入 

悪臭の生じるもの ０．８８ １．４９ 

その他のもの   

プラスチッ

クごみ 

指定袋搬入 ０．８８ １．４９ 

不燃ごみ 指定袋搬入   

大型ごみ ０．８８ １．４９ 

資源ごみ  

発泡スチロール ０．８８ １．４９ 

 

（２）産業廃棄物 

①許可の内容 

◇産業廃棄物 収集・運搬（積替え・保管は含まない） 

許 可 番 号 許可年月日 有効期限 廃 棄 物 の 種 類 

広島県 

第 03409005290 号 

 

R03.08.17 

 

R08.08.16 

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、 

廃プラスチック類、紙くず、木くず、動植物性残さ、 

ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず、 

陶磁器くず及びがれき類 
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◇特別管理産業廃棄物 収集・運搬 

許  可  番  号 許可年月日 有効期限 廃棄物の種類 

広島県第 03459005290号 R03.08.17 R08.08.16 感染性廃棄物 

 

（３）施設等の状況 

  車両：脱着式コンテナ車２ｔ：1台、パッカー車２ｔ：１２台、３ｔ：３台 

ダンプ車２ｔ：５台、３ｔ：１台、軽バン 1台、軽ダンプ１台 

     合計２４台 

 

（４）受託した廃棄物の処理量 2021 年度（2021 年 9 月 ～ 2022 年 8 月） 

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ 

 可燃ごみ   1,392 

一般廃棄物収集運搬 プラスチックごみ 78 

  不燃ごみ 6  

 資源ごみ 672 

  大型ごみ 8  

一般廃棄物収集運搬量合計 2,156 

  混合廃棄物   1.42 

産業廃棄物収集運搬   

   

   

産業廃棄物収集運搬合計 1.42 

 

 

 


